


令和 6 年度 若葉小学校 コミュニティ・スクール取組方針 

 

現状・課題① 安心・安全 現状・課題① あいさつ 現状・課題③ 学習支援 

〇保護者は児童の安全に対する意識

が高い。 

〇児童は安全に対する意識が意識や

判断力が大人に比べて低い。 

〇自分の命は自分で守る意識をもっ

た児童を育てたい。 

〇学校は、学校運営方針の中にあい

さつができる児童の育成を挙げてい

る。 

〇あいさつができる子とできない子

の差がある。 

〇学校だけでなく地域の中でもあい

さつができる児童を育てたい。 

〇学校は児童一人一人に応じた学習

指導を行っている。 

〇故郷を誇りに思う児童を育てたい。 

〇地域人材の協力を得て、教育活動に

取り組みたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年度の具体的な取組 

 ①「交通安全を守り、自分の命は自分で守ろうとする子供」の育成 

  ・登下校中の安全指導、見守り、交通安全教室、 

（交通指導員、地域・保護者見守り、学校での安全指導など） 

 ②「明るいあいさつができる子供」の育成 

  ・のぼり（旗）の設置 

   （まちづくり推進センター、区⾧会へ設置の依頼、民生員会・保護者への周知） 

  ・学校の取組の周知、協力依頼 

   （まちづくり推進センター、区⾧会・民生員会での周知、保護者への周知） 

 ③「地域の人々と交流し、郷土を誇りに思う子供」の育成 

  ・学習支援・・・学校運営協議会のコーディネーターに、地域の方とつないでもらい、学校の教育

活動へ協力していただく。 

①コミュニティ・スクールとして、どのようなことができるのか。 

・子供たちの安全を守る 

②③コミュニティ・スクールとしてどのような子供を育てるのか。 

・あいさつができる子供  ・郷土を誇りに思う子供 

①交通安全を守り、自分の命は自分で守ろうとする子供 

②明るいあいさつができる子供 

③地域の人々と交流し、郷土を誇りに思う子供 

コミュニティ・スクールとして育てたい子供の姿 


